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　　　おじさんの
ふるさと情報

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。またインキは石油系ではなく、
地球に優しい植物油を使用したもので印刷しています。

　１０月１９日に恵那文化センターで行わ
れた市制１５周年記念式典は、恵那観光大
使である加藤拓三さんの太鼓演奏で華々し
く幕を開けました。
　加藤さんの情熱的な太鼓が会場中に響き
渡り、8００人の来場者は、迫力たっぷり
の音色に聴き入りました。演奏の最後、加
藤さんは「おめでとう !!」と叫び、市の
記念すべき日にお祝いの言葉を贈りまし
た。会場からは大きな拍手が起こりました。

力強い太鼓の響きで
式典の幕開けを祝う

今月の表紙

広報えな11 月号　目次

 3	 特集 恵那市が誕生して
　　　　　15 周年を迎えました
 8	 注目情報
10	 お知らせ
16	 みんなの掲示板・おくやみ
18	 健康ガイド
19	 子育て支援センター・相談
20	 地域情報トピックス
21	 図書館・文化施設情報
22	 エーナの社会見学
	 ビジネスサポートセンター
23	 健幸レシピ・医療の現場から
24	 出生・1歳になりました
	 園・小中学校トピックス
25	 輝く恵那人
26	 ニュースと話題
28	 道の駅ラ・フォーレ上矢作
　　　リニューアルオープン

総数 49,987 人	 （ ー 51）
　男 24,366 人	 （ ー 14）
　女 25,621 人	 （ ー 37）
世帯 19,927 世帯	 （ ＋ 2）

（　）内は前月との比較

人口（１０月1日現在）

224 回（2,001 回）
（　）内は 1月からの累計

出生　15人
死亡　48人	 － 33人
 1 月からの自然増減	－ 379 人
転入　102 人
転出　120 人	 － 18人
 1 月からの社会増減	 － 97人

人口動態（９月異動）

救急車出動回数（９月）
建物 3件	 （17件）
その他 2件	 （13件）
（　）内は 1月からの累計

人身事故 5件	 （36件）
物損事故 153 件	 （1,030 件）
負傷者 7人	 （55人）
死者　 0人	 （4人）
（　）内は 1月からの累計

火災（９月）

交通事故（９月中の概数）

Facebook や Instagram、LINE の登録は無料ですが、
接続料や通信料は利用者の負担です。

▼ Facebook ▼ Instagram

　
上
矢
作
町
に
あ
る
大
船
神
社
は
、
か
つ
て
の

上か
み

村む
ら

、
五ご

ヶか

村そ
ん

の
産さ
ん

宮ぐ
う

と
し
て
、
ご
神
木
「
弁

慶
杉
」
を
擁
し
、大
船
山
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

縁
起
は
、
天て
ん

平ぴ
ょ
う

宝ほ
う

字じ

年
間
（
八
世
紀
中
頃
）
に

東
大
寺
の
良ろ
う

弁べ
ん

僧
正
が
草そ
う

庵あ
ん

を
結
ん
だ
こ
と
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
戦
乱
の
時
代
に
焼
失
し
、
廃
寺
同

様
で
し
た
が
、
１
６
７
１
（
寛
文
１１
）
年
に
岩

村
城
主
、
丹
羽
氏う
じ

純ず
み

の
擁
護
を
受
け
、
大
改
修

を
行
い
、
幕
末
の
１
８
５
６
（
安
政
３
）
年
に

は
現
在
の
本
殿
が
「
諏
訪
の
和わ

四し

郎ろ
う

富と
み

重し
げ

」
に

よ
り
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
、
棟む
な

札ふ
だ

な
ど
か
ら
判

明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
改
修
を
行
っ
た
和
四
郎
富
重
と
は
、
ど

ん
な
人
物
で
し
ょ
う
か
。

　
初
代
富と
み

棟む
ね

は
諏
訪
に
生
ま
れ
、
江
戸
本
所
の

立
川
通
り
で
宮
大
工
の
修
行
を
し
一
家
を
成
し

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
立
川
流
と
呼
ば

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
代
目
は
「
幕
末

の
左
ひ
だ
り

甚じ
ん

五ご

郎ろ
う

」
と
称
さ
れ
た
富と
み

昌ま
さ

、
そ
し
て
三

代
目
は
当
本
殿
を
造
営
し
た
富
重
と
な
り
、
初

代
の
幼
名
、和
四
郎
を
代
々
名
乗
っ
て
い
ま
す
。

　
立
川
流
の
特
徴
は
、
波は

濤と
う

・
獅
子
・
鳳
凰
を

得
意
と
し
、
極ご
く

彩さ
い

色し
き

を
使
わ
ず
、
素そ

木ぼ
く

を
基
本

と
し
、
一い
ち

木き

か
ら
題
材
を
掘
り
出
し
自
然
の
木

目
を
活
用
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
以
前
建
物
の
調
査
に
当
た
っ
た
名
古
屋
工
業

大
学
の
教
授
に
よ
る
と
、
こ
の
神
社
の
注
目
す

べ
き
特
徴
は
、
立
川
流
の
豊
富
な
建
築
彫
刻
で

装
飾
さ
れ
た
優
れ
た
意
匠
に
あ
り
ま
す
。初
代
・

二
代
が
手
掛
け
た
諏
訪
大
社
が
、
国
指
定
重
要

文
化
財
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
神
社
が
諏
訪

大
社
と
同
等
の
文
化
的
価
値
が
あ
る
と
報
告
書

で
述
べ
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
立
川
流
三
代
目
と
し
て
有
名
な
宮
大

工
が
当
社
を
再
建
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
謎

は
残
り
ま
す
が
、
現
在
、
本
殿
を
県
指
定
文
化

財
と
し
て
申
請
中
で
あ
り
、
氏
子
と
し
て
は
早

く
指
定
さ
れ
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

大
船
神
社
と
和
四
郎
富
重

上矢作町郷土史研究会

荒田 善美さん
（上矢作町）

恵
那
市
制
１５
周
年
記
念
式
典

恵
那
市
が
誕
生
し
て
１５
周
年
を
迎
え
ま
し
た

　

平
成
１６
年
１０
月
２５
日
、
１
市
４
町
１
村
が
合
併
し
、
新
生
恵
那
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
市
制
１５
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
１０
月
１９
日
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
活
躍
や
市
へ
の
功
績
を
た
た
え
、
１
３
９
の

個
人
と
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
模
様
や
被
表
彰
者
の
方
、
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
紹
介
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

　
市
町
村
合
併
か
ら
今
日
ま
で
の
時

間
は
、
各
地
域
の
個
性
を
残
し
つ
つ

市
の
一
体
感
を
生
み
出
す
た
め
挑
戦

し
続
け
た
１５
年
間
で
し
た
。

　
平
成
２８
年
１１
月
に
市
立
恵
那
病
院

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
翌
年
に
は
１０

年
ぶ
り
に
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
ま
し

た
。
現
在
の
恵
那
病
院
は
市
民
の
安

心
の
要
、
未
来
へ
の
希
望
で
す
。
市

の
一
体
感
の
象
徴
に
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
以
降
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

お
客
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
機

会
を
得
ま
し
た
。
８
年
後
に
は
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
が
迫
っ
て
い

ま
す
。
新
た
な
時
代
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
着
実
な
基
盤
整
備
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
市
の
特
色
は
、
個
性
豊
か
な
１３

の
地
域
が
光
り
輝
き
、
進
化
し
て
い

る
こ
と
。
こ
の
誇
る
べ
き
恵
那
市
を

子
や
孫
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

今
後
も
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
輝
き
な
が
ら
進
化
す
る
ま
ち
」

小
坂
市
長
が
式
辞

▼ LINE

▲一本のケヤキをくり抜いた獅子
の彫刻
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合
併
調
印
式

恵
那
市
、
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
、
串
原
村
、

上
矢
作
町
が
合
併
し
、
新
生
「
恵
那
市
」
が
誕
生

初
代
市
長
に
可
知
義
明
氏
が
就
任

新
火
葬
場
「
え
な
斎
苑
」
完
成

市
の
花
に
さ
さ
ゆ
り
、
市
の
木
に
ハ
ナ
ノ
キ
を
制
定

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン

市
総
合
計
画
、
行
財
政
改
革
大
綱
ス
タ
ー
ト

岩
村
城
が
「
日
本
百
名
城
」
に
認
定

統
廃
合
に
よ
り
恵
那
南
高
等
学
校
開
校

市
中
央
図
書
館
（
伊
藤
文
庫
）
開
館

県
内
初
の
風
力
発
電
施
設
が
上
矢
作
町
に
誕
生

市
女
性
消
防
隊
が
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
で
優
勝

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

伊
藤
喜
美
氏
の
名
誉
市
民
推
挙
式

明
知
鉄
道
極
楽
駅
が
開
業

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
恵
那
開
催

恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
第
３
期
拡
張
工
事
が
完
成

恵
那
駅
に
「
え
な
て
ら
す
」
が
オ
ー
プ
ン

三
学
の
ま
ち
恵
那
を
宣
言

市
総
合
計
画
後
期
計
画
、
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱

ス
タ
ー
ト

Ｊ
Ｒ
東
海
が
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
県
内
中
間
駅
を

中
津
川
市
と
発
表

ぎ
ふ
清
流
国
体
ス
ケ
ー
ト
競
技
開
催

ぎ
ふ
清
流
国
体
弓
道
競
技
開
催

市
の
観
光
交
流
人
口
が
４
０
０
万
人
を
突
破

国
道
１９
号
恵
那
―
中
津
川
間
の
４
車
線
化
が
完
成

吉
田
小
学
校
が
閉
校
し
明
智
小
学
校
と
統
合

市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
エ
ー
ナ
」
が
誕
生

市
役
所
西
庁
舎
が
竣
工

日
本
大
正
村
３
代
目
村
長
に
竹
下
景
子
さ
ん
就
任

健
幸
都
市
え
な
を
宣
言

市
立
１６
園
で
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
ス
タ
ー
ト

第
２
次
総
合
計
画
、
第
３
次
行
財
政
改
革
ス
タ
ー
ト

市
立
恵
那
病
院
が
完
成

小
坂
喬
峰
市
長
が
就
任

恵
那
く
ら
し
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

市
立
恵
那
病
院
で
１０
年
ぶ
り
に
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生

世
界
初
、女
性
ラ
リ
ー
「
Ｌ
１
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
ｉｎ
恵
那
」

を
開
催

市
内
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備

中
野
方
救
急
分
遣
所
が
開
設

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
半
分
、
青
い
。」
で
注
目
の
的
に

武
並
小
学
校
防
災
活
動
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

瑞
浪
恵
那
道
路
恵
那
工
区
の
全
線
事
業
化
、
中
心
杭

打
ち
式
を
挙
行

二
葉
こ
ど
も
園
と
長
島
こ
ど
も
園
が
閉
園
し
、
お
さ

し
ま
二
葉
こ
ど
も
園
が
開
園

笠
置
峡
ボ
ー
ト
カ
ヌ
ー
場
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
の

東
京
２
０
２
０
大
会
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
に
決
定

Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
日
本
開
催
が
決
定

恵
那
市
の
１５
年
間
の
歩
み

●●●●●●●●●●●●●●●●

平
成
１６
年

平
成
１７
年

平
成
１８
年

平
成
１９
年

平
成
２０
年

平
成
２１
年

平
成
２２
年

平
成
２３
年

平
成
２４
年

平
成
２５
年

平
成
２６
年

平
成
２７
年

平
成
２８
年

平
成
２９
年

平
成
３０
年

平
成
３１
年

令
和
元
年

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
和
太

鼓
奏
者
、
加
藤
拓
三
さ
ん
の

力
強
い
演
奏
で
幕
を
開
け
た

市
制
１５
周
年
記
念
式
典
。
そ

の
後
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
市
の

１５
年
間
を
写
真
で
紹
介
す
る

映
像
が
流
れ
、
来
場
者
は
市

の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
市
勢
に
貢
献
し
た

１
３
９
の
個
人
と
団
体
へ
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
績
、
教
育
・
体

育
・
文
化
功
績
、
社
会
福
祉

功
績
、
産
業
功
績
、
保
健
衛

生
功
績
、
公
共
寄
付
功
績
、

市
勢
振
興
功
績
の
７
分
野
で

被
表
彰
者
全
員
の
名
前
が
紹

介
さ
れ
、
小
坂
市
長
が
一
人

一
人
に
表
彰
状
を
手
渡
し
ま

し
た
。
舞
台
上
に
は
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、
会
場
か
ら
は
絶
え

間
な
く
大
き
な
拍
手
が
鳴
り

響
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
恵
那
西
中
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
と
恵
那
東

中
学
校
吹
奏
楽
部
が
舞
台
に

登
場
し
『
ス
タ
ー
・
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
』、『
ア
フ
リ
カ
ン
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
』
の
２
曲
を

演
奏
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
恵
那
高
等
学
校

音
楽
部
と
恵
那
農
業
高
等
学

校
合
唱
部
が
登
壇
し
、
合
唱

曲
『
ほ
ら
ね
』
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
市
少
年
少
女
合

唱
団
も
加
わ
り
、
前
田
暁さ

と
るさ

ん
の
指
揮
に
合
わ
せ
、
会
場

一
体
と
な
っ
て『
ふ
る
さ
と
』

を
歌
い
ま
し
た
。

　
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、『
ふ

る
さ
と
』
に
合
わ
せ
、
市
民

な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
市
内

各
地
の
す
て
き
な
風
景
写
真

が
次
々
と
映
さ
れ
ま
し
た
。

音
楽
と
歌
声
、
そ
し
て
美
し

い
風
景
写
真
に
誘
わ
れ
、
会

場
全
員
が
ふ
る
さ
と
恵
那
市

に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

市
制
１５
周
年
記
念
式
典
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

音
楽
や
映
像
で
１５
周
年
を
お
祝
い

合併調印式合併調印式市中央図書館開館市中央図書館開館えなてらすオープンえなてらすオープン市公式キャラクター「エーナ」誕生市公式キャラクター「エーナ」誕生市立恵那病院完成市立恵那病院完成笠置峡がキャンプ地に選ばれる笠置峡がキャンプ地に選ばれる
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地
方
自
治
功
績

地
方
自
治
の
振
興
と
発
展
に
貢
献

多
年
市
長
と
し
て
貢
献　

可
知
義

明
（
大
井
町
）

多
年
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
貢

献　

伊
藤
壽
保
（
岩
村
町
）、
西

尾
ひ
ろ
み
（
岩
村
町
）

多
年
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
し
て
貢
献　

柘
植
麻
美

（
大
井
町
）、荻
山
信
幸
（
武
並
町
）

多
年
財
産
区
議
会
議
員
と
し
て
貢

献　

西
尾
耕
作
（
長
島
町
）、
渡

会
邦
憲
（
武
並
町
）

多
年
行
政
相
談
委
員
と
し
て
貢
献

永
冶
繁
代
（
笠
置
町
）

多
年
青
少
年
育
成
推
進
指
導
員
と

し
て
貢
献　

近
藤
達
治
（
中
野
方

町
）

多
年
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
地
域
自
治
区
推
進
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
貢
献　

鈴
木
誠

（
愛
知
県
）

多
年
行
財
政
改
革
審
議
会
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
、
総
合
計
画
審
議
会
会

長
と
し
て
貢
献　

　
村
貢
（
福
岡

県
）

教
育
・
体
育
・
文
化
功
績

教
育
、
学
芸
、
体
育
、
文
化
の
振

興
に
貢
献

多
年
教
育
関
係
施
設
経
営
に
従
事

し
、
教
育
の
振
興
に
貢
献　

丸
山

充
信
（
中
津
川
市
）

多
年
伝
統
文
化
（
日
本
舞
踊
）
の

保
存
継
承
に
貢
献　

宮
武
玲
子

（
長
島
町
）、井
村
鉦
子
（
長
島
町
）

多
年
伝
統
文
化
（
民
俗
芸
能
）
の

保
存
継
承
に
貢
献　

三
宅
一
嘉

（
東
野
）、鈴
村
博
義（
中
野
方
町
）、

吉
田
勇（
笠
置
町
）、柴
田
正
樹（
岩

村
町
）、
柘
植
建
蔵
（
飯
地
町
）

多
年
伝
統
文
化
（
華
道
）
の
保
存

継
承
に
貢
献　

砂
場
善
一
（
長
島

町
）、
丸
山
安
夫
（
山
岡
町
）

多
年
合
唱
団
指
導
者
と
し
て
貢
献

前
田
暁
（
中
津
川
市
）

多
年
陸
上
競
技
協
会
役
員
と
し
て

貢
献　

中
島
安
博
（
長
島
町
）、

山
内
孝
次
（
明
智
町
）

多
年
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て

貢
献　

藤
野
ゆ
み
江
（
上
矢
作

町
）、
安
藤
直
美
（
串
原
）

多
年
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と

し
て
貢
献　

宮
﨑
光
雄（
長
島
町
）

多
年
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

保
存
審
議
会
長
と
し
て
貢
献　

西

久
保
成
樹
（
岩
村
町
）

多
年
文
化
振
興
会
役
員
と
し
て
貢

献　

奥
山
完
治
（
大
井
町
）、
赤

尾
袈
夫
（
中
津
川
市
）、
西
尾
康

久
（
長
島
町
）

社
会
福
祉
功
績

社
会
福
祉
の
増
進
と
民
生
の
安
定

に
貢
献

多
年
民
生
委
員
と
し
て
貢
献　

吉

田
健
市（
笠
置
町
）、水
野
利
彦（
山

岡
町
）

多
年
保
護
司
と
し
て
貢
献　

木
村

謙
三
（
大
井
町
）、森
川
彰
夫
（
岩

村
町
）、
三
宅
利
男
（
串
原
）、
田

中
丈
雄
（
岩
村
町
）

１
３
９
の
個
人
と
団
体
を
表
彰

　
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

多
年
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
貢
献

各
務
素
弘
（
長
島
町
）

多
年
社
会
福
祉
施
設
の
職
員
と
し

て
貢
献　

可
児
由
紀
子（
大
井
町
）

多
年
介
護
老
人
保
健
施
設
の
管
理

運
営
に
貢
献　

水
野
武
郎
（
愛
知

県
）

産
業
功
績

産
業
の
開
発
、
振
興
に
貢
献

多
年
生
産
森
林
組
合
役
員
と
し
て

貢
献　

信
田
義
秋
（
長
島
町
）、

可
知
幸
男
（
長
島
町
）、
磯
村
源

藏
（
長
島
町
）

多
年
商
工
会
議
所
役
員
と
し
て
貢

献　

阿
部
伸
一
郎
（
大
井
町
）、

伊
東
靖
英
（
飯
地
町
）、
奥
村
清

二
（
大
井
町
）、
渡
邉
敏
夫
（
長

島
町
）、
加
地
政
博
（
大
井
町
）、

中
神
幸
良
（
大
井
町
）、
樋
田
　

久
（
中
野
方
町
）、鈴
木
雅
博
（
長

島
町
）、
鈴
木
英
幸
（
長
島
町
）、

古
田
耕
司
（
大
井
町
）、
髙
木
良

直
（
長
島
町
）

多
年
商
工
会
役
員
と
し
て
貢
献　

三
輪
哲
司
（
岩
村
町
）、
今
井
　

彦
（
明
智
町
）、
鈴
木
浩
之
（
岩

村
町
）、 

安
藤
博
文
（
明
智
町
）

多
年
商
店
街
連
合
会
役
員
と
し
て

貢
献　

大
塚
康
芳
（
大
井
町
）、

松
下
和
夫
（
大
井
町
）、
成
瀬
雅

裕
（
長
島
町
）、
神
尾
利
己
（
大

井
町
）

多
年
観
光
協
会
役
員
と
し
て
貢
献

鹿
野
正
春
（
大
井
町
）、
丸
山
朝

夫
（
三
郷
町
）、
柘
植
羌
（
中
野

方
町
）、
市
川
捷
敬
（
三
郷
町
）、

原
正
雄（
大
井
町
）、田
口
優
一（
中

津
川
市
）、
神
谷
百
合
子
（
長
島

町
）、
鵜
飼
伸
昌
（
三
郷
町
）、
藤

井
鉦
三
（
岩
村
町
）、 

渡
會
延
彦

（
岩
村
町
）、西
尾
光
仁（
山
岡
町
）、

松
井
千
明
（
明
智
町
）、
鈴
木
一

平
（
明
智
町
）、
伊
藤
隆
康
（
明

智
町
）、
杉
山
淳
（
明
智
町
）、
中

村
則
幸
（
明
智
町
）、
安
藤
孝
成

（
明
智
町
）、加
藤
茂
晴（
明
智
町
）、

藤
本
勝
彦
（
明
智
町
）

保
健
衛
生
功
績

保
健
衛
生
の
改
善
と
向
上
に
貢
献

多
年
助
産
師
と
し
て
貢
献　

鵜
飼

喜
久
子
（
三
郷
町
）

多
年
歯
科
衛
生
士
と
し
て
貢
献　

田
立
一
世
（
長
島
町
）、
志
津
美

智
子
（
大
井
町
）

多
年
学
校
医
と
し
て
貢
献　

高
木

應
俊
（
長
島
町
）

多
年
学
校
薬
剤
師
と
し
て
貢
献　

安
藤
省
吾
（
大
井
町
）、
千
賀
な

ほ
み
（
大
井
町
）、（
故
）
渡
邊
大

剛
（
明
智
町
）、
林
裕
子
（
中
津

川
市
）

多
年
こ
ど
も
園
薬
剤
師
と
し
て
貢

献　

金
久
保
光
克
（
愛
知
県
）

多
年
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
役

員
と
し
て
貢
献　

山
本
さ
ち
よ

（
岩
村
町
）、
桐
山
智
子
（
東
野
）

公
共
寄
付
功
績

公
共
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
付

多
額
の
金
品
な
ど
を
寄
付　

伊
藤

鉄
男
（
東
京
都
）、鮎
澤
多
俊
（
愛

知
県
）、
平
和
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
株
式
会
社
（
瑞
浪
市
）、
渡
邉

美
惠
（
長
島
町
）、
東
野
開
発
振

興
会
（
東
野
）、
株
式
会
社
嘉
美

屋
（
中
津
川
市
）、浅
野
義
雄
（
長

島
町
）、（
故
）
丹
羽
重
德
・
丹
羽

佳
子
（
大
井
町
）、
株
式
会
社
舘

林
（
飯
地
町
）、
赤
池
利
行
（
大

井
町
）、
東
美
濃
農
業
協
同
組
合

（
中
津
川
市
）、
愛
岐
工
業
株
式
会

社（
大
井
町
）、（
故
）竹
山
英
雄（
長

島
町
）、株
式
会
社
十
六
銀
行
（
岐

阜
市
）、
セ
ン
ト
ラ
ル
グ
ル
ー
プ

（
大
井
町
）、宮
下
和
子（
愛
知
県
）、

ユ
ニ
オ
ン
機
工
株
式
会
社
（
三
郷

町
）、（
故
）澤
口
友
彌（
ス
ペ
イ
ン
）

市
勢
振
興
功
績

市
勢
の
振
興
に
貢
献

多
年
交
通
安
全
対
策
協
議
会
役
員

と
し
て
貢
献　

池
戸
　
治
（
長
島

町
）、
加
藤
春
人
（
明
智
町
）

多
年
交
通
安
全
女
性
連
絡
協
議
会

役
員
と
し
て
貢
献　

橋
詰
美
智
子

（
大
井
町
）

多
年
環
境
美
化
に
貢
献　

中
山
道

岡
瀬
沢
保
存
会
（
大
井
町
）、
中

山
道
西
行
保
存
会
（
長
島
町
）、

四
ツ
谷
地
区
中
山
道
保
存
会
（
武

並
町
）、
武
並
地
区
中
山
道
保
存

会
（
武
並
町
）、
笠
置
峡
景
勝
会

（
笠
置
町
）、Ｉ
Ｅ
Ｐ
グ
ル
ー
プ（
飯

地
町
）

多
年
住
民
自
治
組
織
の
役
員
と
し

て
貢
献　

西
尾
俊
彦
（
長
島
町
）、

西
部
良
治
（
長
島
町
）、
田
中
克

明（
長
島
町
）、伊
藤
常
光（
東
野
）、

坪
井
弥
榮
子
（
三
郷
町
）、
纐
纈

錬
一
（
武
並
町
）、樋
田
一
成
（
笠

置
町
）、池
戸
克
行
（
中
野
方
町
）、

鷲
見
公
一
（
中
野
方
町
）、
黄
地

尚
幸
（
山
岡
町
）、大
庭
勝
徳
（
山

岡
町
）、
阿
部
道
長
（
明
智
町
）、

堀
眞
人
（
明
智
町
）

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
ケ
ー

ト
競
技
会
少
年
男
子
１
万
㍍
優
勝

遠
藤
二
千
翔
（
三
郷
町
）

国
民
体
育
大
会
高
等
学
校
野
球
競

技
軟
式
野
球
優
勝　

大
島
遼
介

（
大
井
町
）

国
民
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競
技
ス
ラ

ロ
ー
ム
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル

１５
ゲ
ー
ト
第
２
位　

加
藤
哲
平

（
岩
村
町
）

防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

受
賞　

市
立
武
並
小
学
校
（
武
並

町
）

観
光
振
興
に
多
大
な
貢
献
　
ふ
く

ろ
う
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
岩
村

町
）

国
内
初
と
な
る
女
性
限
定
公
認
ラ

リ
ー
の
開
催
に
尽
力　

勝
田
照

夫
（
愛
知
県
）、
井
原
慶
子
（
愛

知
県
）

調整時の苦労が評価

　合併時に先送りになっていた水道と

下水道の料金統一を審議する委員長を

任せられました。何度も会議を行い、

いろんな意見を聞いた上、まとめ上げ

ることができました。この大変な調整

が表彰につながったと思います。

表
彰
を
自
信
に
、
魅
力
あ
る
音
楽
を

　
３２
年
前
か
ら
市
少
年
少
女
合
唱
団
の
指

導
を
し
て
き
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
も

合
唱
を
続
け
て
い
る
卒
団
生
も
い
ま
す
。

音
楽
の
魅
力
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

し
て
伝
え
、
共
に
感
動
を
味
わ
っ
て
い
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
表
彰
を
自
信
と
し
、
さ

ら
に
魅
力
あ
る
音
楽
を
目
指
し
て
。

　

文
化
功
績
を
受
賞　

前
田
暁
さ
ん
（
上
矢
作
中
学
校
教
頭
）

子
ど
も
と
親
が
安
心
で
き
る
学
童
保
育
所
を

　
平
成
６
年
に
市
内
初
の
学
童
保
育
所
が

出
来
た
時
か
ら
、
指
導
員
と
し
て
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
が
行
き
た
い
と
思

え
る
場
所
、
親
さ
ん
が
安
心
し
て
子
育
て

と
仕
事
が
で
き
る
た
め
の
存
在
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
表
彰
を
励
み

に
、
今
後
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

社
会
福
祉
功
績
を
受
賞　

可
児
由
紀
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
井
学
童
保
育
所
指
導
員
）


